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研究成果の概要（和文）：認知症高齢者を在宅で介護している家族（主介護者）6名及びその高齢者を担当して
いる介護支援専門員を対象とした面接とそれぞれの自宅及び近隣の観察を実施し、中山間地域ならびに中心市街
地（市街地周辺を含む）に暮らす在宅認知症高齢者に対して家族が実施している住環境の具体的整備内容とその
意図を明らかにした。
本研究で見出された、認知症高齢者のために実施した住環境の具体的整備内容とその意図には、高齢者の自尊心
を傷つけることなく、プライバシーへの配慮をし、家族だからこそ捉えられていた長年の生活スタイルを継続す
ることによる能力の発揮につながっていることが示されていた。

研究成果の概要（英文）：Six family members taking care of elderly persons with dementia at home and 
care support specialists in charge of these elderly persons were interviewed and their homes and 
neighborhoods were observed to clarify the details and intentions of specific improvements made by 
family members to the living environment of elderly persons with dementia living at home in 
mountainous areas and central urban areas (including surrounding areas).
The details and intentions of specific improvements to the elderly’s homes found in this study 
indicated that improvements were made in a way that does not harm the elderly’s self-esteem and 
gives consideration to their privacy, enabling them to continue their long-standing lifestyle that 
only family members know, thus leading to the demonstration of their abilities. 

研究分野： 老年看護学

キーワード： 認知症ケア　住環境

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症高齢者の約50%は居宅での生活を送っており、認知症高齢者の在宅生活支援を強化することは重要な課題
である。在宅認知症高齢者の住環境に関する具体的整備内容を抽出することは、認知症高齢者に対応した在宅環
境配慮の手法を開発し、家族と在宅サービス提供者が協働して住環境整備を進める際の手引きとなることが期待
できる。
本研究成果は、在宅認知症高齢者の住環境整備に関するデータベースシステムの開発に向けて、そのデータベー
スに格納するデータとして活用することができる。そして、認知症高齢者が可能な限り住み慣れた地域で生活を
続けていくための支援につながり、認知症高齢者の生活の質向上に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国は、世界に類を見ない超高齢社会を迎えており、この高齢化の進展に伴って認知症高齢

者も増加の一途を辿っている。また、要介護認定者のうち「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ
以上の人の約 50％が居宅での生活を送っており１）、認知症高齢者の在宅生活支援を強化するこ
とは重要な課題となっている。認知症高齢者に居住環境が与える影響は大きく、認知症高齢者に
配慮した環境が行動障害の緩和や落ち着きをもたらすことが明らかになっている２）。施設環境に
関する先行研究では、施設入所している認知症高齢者に対して環境支援を行うための指針とし
て用いられている PEAP（Professional Environmental Assessment Protocol）などが開発され
ている。わが国でも、PEAP 日本版 3３）が作成され、個室・ユニット化やグループホームなどの
施設的環境の整備は急速に進んでいる。一方、在宅認知症高齢者の住環境に関する研究は、施設
環境に関する研究の 1 割程度にとどまっており４）、在宅環境整備についての研究知見の蓄積は
十分とは言い難い。在宅環境整備には、住宅改修や福祉用具といった在宅サービスの導入だけで
なく、身近な家族介護者による住まいや住まい方の工夫も大切になってくる。これまでの住宅改
修や福祉用具の導入は、歩行・移動機能などの身体機能が低下した高齢者の自立や介護負担軽減
を目的としたものが主であったが、認知症高齢者に対応した在宅環境配慮の手法を開発し、家族
と在宅サービス提供者が協働して住環境整備を進めることが急務である。 
 厚生労働省の認知症施策推進 5 か年計画５）でも、認知症の人が可能な限り住み慣れた地域で
生活を続けていくために、地域を基盤にした地域包括ケアサービスを念頭においた住まいや地
域のあり方が求められており、「住まい」の整備は地域包括ケアシステムの最も基本的な基盤に
位置付けられている。孤独死、認知症徘徊、災害時要援護など、高齢者の抱えるさまざまなリス
クを的確に把握し、それを受け止めるための地域のあり様が問われている６）。また、認知症高齢
者の生活の質を保証するには、住宅だけでなく自由に外出できる徒歩圏、つまり近隣環境まで巻
き込んだ住環境整備が求められる７）。中山間地域や離島では、認知症サポート医や認知症サポー
ターの養成が都市部ほど進んでいないことに加えて、高齢者施設やグループホーム等の社会資
源も十分ではない一方、住民のつながりや昔から親しんできた場所があることなどは重要な地
域資源になると考えられる。地域資源のあり方は、それぞれの地域特性によって異なる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域の実状を踏まえた住環境整備データベースシステムの開発を目指して、デー

タベースに格納するデータをそろえるために、島根県内の地方都市と中山間地域を対象とし、在
宅認知症高齢者に対して家族及び在宅サービス提供者が実施または必要と考える住環境整備の
内容（具体的整備内容とその意図）を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)調査対象者 
 認知症高齢者（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上・障害高齢者の日常生活自立度Ｊまたは
Ａの者）を 1年以上在宅で介護している家族（主介護者）6名（中山間地域 3名、中心市街地・
市街地周辺 3名）及びその高齢者を担当している介護支援専門員 
 
(2)調査方法と内容 
 自宅への訪問調査とし、自宅及び近隣の観察、家族及び介護支援専門員への半構成面接を行っ
た。主な面接内容は、①自宅や自宅周辺について高齢者のために行った（必要と考える）工事や
修理、②高齢者のために取り入れた（必要と考える）道具や器具、③家の中や周辺のことで高齢
者のために工夫している（工夫が必要と考える）こと、ならびにそれぞれの意図とした。 
 
(3)分析方法 
 観察記録と面接逐語録から、高齢者のために実施した（必要と考える）住環境の《具体的整備
内容》とその＜意図＞を抽出する。 
 
４．研究成果 
(1)中山間地域に暮らす a さん（80 歳代後半・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱb、障害
高齢者の日常生活自立度 A２、要介護１で通所介護を週 2回利用、娘夫婦と 3人暮らし）と同居
する A氏（50歳代後半・女性、aさんの娘）のケース（表１） 
この地域の冬の寒さは厳しいため、aさんの＜居室は窓があることよりも暖かく＞居られるこ

とを意図し、《窓はないが一番あたたかい部屋を居室にする》という配慮をしていた。A氏は「お
風呂は母がひとりでゆったりできることも必要なのかなと思う」と話し、1か所だけ《浴室に手
すりをつける》ことで aさんが＜一人で入浴できるように＞していた。また、aさんの移動動作
はゆっくりで排泄が間に合わないことがあるため、トイレは居室の近くだが夜間は《ポータブル
トイレを居室におく》ことで＜排泄の失敗がないように＞していた。古い家屋であるために「家
の中とか玄関とかに段差があるけど、ゆっくり、だいたい手を置くところが決まっている感じで、



段差とか、こう下りて、上がって、こういう路線ですよね」と A 氏が言うように、《段差があっ
てもそのままにしている》が、それは＜長年の決まった動作と道筋で移動できるように＞という
ことを意図していた。そして、庭の草取りや洗濯は aさんの役割であり、《庭の草取りのときに
腰掛ける aさん専用の椅子を作製して置く》ことや《洗濯機のボタンに操作順の数字を書いてお
く》ことで＜aさんの役割を果たせるように＞していた。さらに、＜懐かしさがよみがえるよう
に＞ということを意図して、a さんの《なじみの利用者がいる通所介護を選択する》ことをし、
「（a さんが）長年会えなかった旧友たちにも会えて、懐かしさがよみがえるみたいで、デイを
とても楽しみにしている」と語られた。 

表１ A 氏（ａさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

居室は窓があることよりも暖かく 窓はないが一番あたたかい部屋を居室にする 

一人で入浴できるように 浴室に手すりをつける 

排泄の失敗がないように ポータブルトイレを居室におく 

長年の決まった動作と道筋で移動できるように 段差があってもそのままにしている 

ａさんの役割を果たせるように 
庭の草取りのときに腰掛けるａさん専用の椅子を作製して置く 

洗濯機のボタンに操作順の数字を書いておく 

懐かしさがよみがえるように なじみの利用者がいる通所介護を選択する 

 
(2) 中山間地域に暮らす bさん（90歳代・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱb、障害高齢
者の日常生活自立度 J２、要介護１、長男の嫁と 2人暮らし）と同居する B氏（60 歳代・女性）
のケース（表２） 
＜ベッド周りで身の回りのことが自分でできるように＞《新しい紙パンツはベッドの横に３、

４枚置いておく》《ベッドからトイレ・浴室までを歩行車で移動できるようバリアフリーにする》
《自分で起き上がれるよう特殊寝台とサイドレールをレンタルする》《ベッドの横に化粧台と椅
子を置く》《ベッドに腰掛けたときの bさんの目線とテレビが合うようテレビ台を調整する》を
実施していた。また、《b さんのベッドから食堂までの歩行車の通り道をふさがない》ことで＜
行動範囲が居室だけにならずに家じゅうを歩行車で移動できるように＞していた。さらに、＜外
に出かけたときに転ばないように＞《買い物先の店員さんに手伝ってくれるよう先回りして頼
んでおく》《bさんが近所に出かけるよりは近所の人に来てもらうように声をかける》《坂の上に
あった墓を家の裏に移す》を実施していた。 

表２ B 氏（ｂさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

ベッド周りで身の回りのことが自分でできるよ

うに 

新しい紙パンツはベッドの横に３、４枚置いておく 

ベッドからトイレ・浴室までを歩行車で移動できるようバリアフリーにする 

自分で起き上がれるよう特殊寝台とサイドレールをレンタルする 

ベッドの横に化粧台と椅子を置く 

ベッドに腰掛けたときのｂさんの目線とテレビが合うようテレビ台を調整する 

行動範囲が居室だけにならずに家じゅうを歩行

車で移動できるように 
ｂさんのベッドから食堂までの歩行車の通り道をふさがない 

外に出かけたときに転ばないように 

買い物先の店員さんに手伝ってくれるよう先回りして頼んでおく 

ｂさんが近所に出かけるよりは近所の人に来てもらうように声をかける 

坂の上にあった墓を家の裏に移す 

 
(3) 中山間地域に暮らす cさん（80歳代・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa、障害高齢
者の日常生活自立度 A１、要介護１、息子夫婦と 3人暮らし）と同居する C氏（50 歳代・女性）
のケース（表３） 
家屋はバリアフリーの木造２階建で、cさんは通所介護（週 2回）と据え置き型手すりの貸与

を利用していた。C氏は、バリアフリーにして《段差のないフラットな空間をつくる》ことで＜
先々車椅子でも家に居られるように＞と考えていた。また、玄関には高い段差があるため《cさ
んもケアスタッフも玄関ではなくて勝手口から出入りする》《勝手口の 3段の階段に手すりを置
く》ことで＜cさんが安全に出入りし、人の見送りができるように＞していた。そして、＜リハ



ビリテーションを続けられるように＞《週 2 回のデイサービス利用を継続する》、＜家事の一部
をやることが家にいる c さんの役割になるように＞《廊下の雑巾がけと洗濯物たたみはしても
らう》ことをしていた。 

表３ C 氏（ｃさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

先々車椅子でも家に居られるように 段差のないフラットな空間をつくる 

ｃさんが安全に出入りし、人の見送りができるように 
ｃさんもケアスタッフも玄関ではなくて勝手口から出入りする 

勝手口の 3 段の階段に手すりを置く 

リハビリテーションを続けられるように 週 2 回のデイサービス利用を継続する 

家事の一部をやることが家にいるｃさんの役割になるように 廊下の雑巾がけと洗濯物たたみはしてもらう 

 
(4) 中心市街地に暮らす dさん（80歳代・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa、障害高齢
者の日常生活自立度 J２、要介護３、夫と息子との 3 人暮らし）と同居する D 氏（50 歳代・男
性、dさんの息子）のケース（表４） 
家屋は古い木造平屋（３DK）で、家の脇の小道を抜けたバス路線沿いに商店がある。dさんは

通所介護（週３回）、訪問介護（週３回）、訪問看護（月２回）、住宅改修（玄関・トイレ・風呂
の手すりや敷居の段差解消）などを利用していた。D氏は《手すりをつけたり敷居の段差を解消
したりする》ことで dさんが＜家の中でつまずいたりよろけたりして転ばないように＞し、《ベ
ッドとベッド用手すりをやめて布団にする》ことで＜伝い歩きやいざりなどの d さんなりの方
法で家の中を移動できるように＞していた。また、dさんの＜物の紛失による混乱を最小限にす
るために＞《失くしものはそのたびに探す》《都合のつくときに部屋の中の片づけをまとめてす
る》ことをしていた。そして《いつも一緒にいる自分がいないときには近所の親戚に声をかけて
おく》ことで＜家の中で転倒したことがあり近所の商店にも出かけたりする d さんの様子を見
守れるように＞していた。 

表４ D 氏（ｄさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

家の中でつまずいたりよろけたりして転ばないように 手すりをつけたり敷居の段差を解消したりする 

伝い歩きやいざりなどのｄさんなりの方法で家の中を移動で

きるように 
ベッドとベッド用手すりをやめて布団にする 

物の紛失による混乱を最小限にするために 
失くしものはそのたびに探す 

都合のつくときに部屋の中の片づけをまとめてする 

家の中で転倒したことがあり近所の店にも出かけたりするｄ

さんの様子を見守れるように 

いつも一緒にいる自分がいないときには近所の親戚に声をか

けておく 

 
(5) 中心市街地周辺に暮らす e さん（60 歳代・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱｂ、障
害高齢者の日常生活自立度 B１、要介護２、夫と息子との 3 人暮らし）と同居する E 氏（70 歳
代・男性、eさんの夫）のケース（表５） 
家屋は木造 2階建で、家の裏手に墓がある。eさんは家の中を T字杖といざりで移動し、通所

介護（週３回）、訪問介護（毎朝）、訪問看護（月２回）、福祉用具貸与（ベッド用手すり）と購
入（腰掛便座）などを利用していた。E氏は、e さんが＜とにかく転ばないように＞《排泄はト
イレではなく腰掛便座、入浴は自宅ではなくデイサービスで行うことにする》《墓地まで行かず
に家の中で拝むことを墓参りとする》ことをしていた。また《通所介護で作成したものを居間の
ボードに飾る》ことで＜通所介護での楽しい思いを家でも味わえるように＞していた。 

表５ E 氏（ｅさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

とにかく転ばないように 

排泄はトイレではなく腰掛便座、入浴は自宅ではなくデイサ

ービスで行うことにする 

墓地まで行かずに家の中で拝むことを墓参りとする 

通所介護での楽しい思いを家でも味わえるように 通所介護で作成したものを居間のボードに飾る 

 



(6) 中心市街地周辺に暮らす fさん（90 歳代・女性、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa、障害
高齢者の日常生活自立度 J２、要支援１、独居）の向かいの家に暮らす長男の嫁 F氏（70歳代・
女性）のケース（表６） 
ｆさんの家屋は古い木造平屋（２K）で、fさんは健康教室（週 1回）、半日の通所介護（週１

回）、福祉用具貸与（特殊寝台、トイレ用据え置き型手すり）と購入（シャワーチェア）、住宅改
修（浴室の手すり）、配食サービスを利用し、約 30m 先にある商店まで杖で買い物に行っていた。
F 氏は、fさんの＜歩行のための筋力を維持できるように＞あえて《台所と風呂場に行く途中に
ある段差は解消しない》でいた。また、朝をゆっくり過ごす＜fさんの生活時間の流れに沿って
ペースを乱さないように＞《午後から半日のデイサービスを利用する》ことをしていた。そして
＜自分のことは自分でするという f さんの気持ちを大事にして、できていることはそのまま自
分でやってもらい、張りのある生活になるように＞、《風呂場とトイレに手すりをつける》とと
もに、火の扱いが多少心配ではあるが《電磁調理器に変えずにガスコンロのままにする》、ご飯
は自分で炊けるので《配食サービスは夕食のおかずのみを利用する》ことをしていた。 

表６ F 氏（ｆさん）のケース 

＜意図＞ 《具体的整備内容》 

歩行のための筋力を維持できるように 台所と風呂場に行く途中にある段差は解消しない 

ｆさんの生活時間の流れに沿ってペースを乱さないように 午後から半日のデイサービスを利用する 

自分のことは自分でするというｆさんの気持ちを大事にし

て、できていることはそのまま自分でやってもらい、張り

のある生活になるように 

風呂場とトイレに手すりをつける 

電磁調理器に変えずにガスコンロのままにする 

配食サービスは夕食のおかずのみを利用する 

 
(7)総合考察 
本研究で見出された、認知症高齢者のために実施した住環境の《具体的整備内容》とその＜意

図＞には、高齢者の自尊心を傷つけることなく、プライバシーへの配慮をし、家族だからこそ捉
えられていた長年の生活スタイルを継続することによる能力の発揮につながっていることが示
されていた。また、懐かしさの感情といった生活の豊かさにつながるような配慮もされていた。
認知症高齢者の在宅環境整備には、住宅改修や福祉用具といった在宅サービスを導入するだけ
でなく、身近な家族による住まいや住まい方の工夫や意図をいかに取り入れていくかも重要に
なってくるのではないかと考えられた。 
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